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交通セクター・支援者の皆様へ

京都市岩倉地域包括からの報告

2024年11月26日(火)
京都市岩倉地域包括支援センター

松本惠生

京都市左京区岩倉データー

人口 27.613人
65歳以上 6.865人
高齢化率 24.8%
岩倉を担当する包括は1ケ所 職員8名
予防プラン請求240件

精神医療発症の地と言われている。
圏域に精神科の病院が3カ所あり
計ベット数1,150床ある。

【資料３】
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岩倉・左京区の取り組み 交通機関との訓練
2012
タクシー会社

2013
叡山電車

2014
京都バス

2015
京都市地下鉄

2016
叡山電車
京都バス
京都市バス

どうしたら行方不明を防げるか? 認知症になっても外出が続けられる社会を目指す

取り組みのエンジンとなった出会いと言葉

外出ができないと生きる力がしぼ
んでしまう。

安心して外出を楽しめる社会にし
て下さい。
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とあるケースとの出会い

そのケースを通じて

交通セクターへのアプローチを続けていくこ
ととなる。
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英国における現状

・認知症を特別視せず高齢者、障害者対応の一環とし
て捕らえて対応策を考えるようにしている。
・積極的な外出を促す施策が基本と考えている。

・交通事業に係る職員への教育・訓練が広く行われて
いる。
⇒認知症の特徴、認知症の方への声かけ方法、対応の
基本を理解するよう努めている。

・認知症の方が公共交通を利用しやすいように、補助
カード等を作成、配布している(バスが主体)。

・興奮状態等の認知症の方を一時的に保護する場所
(セーフスペース)を設けている。場所を介して協会や
連盟などが初動の対応をする。

協力：公益財団法人交通エコロジー・モビリティ財団バリアフリー推進部

be Orange 認知症まちづくり基金 2019 
認知症になっても安心して外出し続けられる・外出をあきらめない

「交通セクター認知症サポーター 実践ワークショップ」
9月3日（火） 午前10:00～11:30 左京区役所にて
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整備されてきた仕組み・新たなサポート体制

GPS・事前登録
警察・地域の見守り

不足している視点・やらなければならないこと

●ご本人との対話(ご本人の失敗談や工夫に耳を傾ける)
●個別地域ケア会議(繰り返さないための検証)
●交通セクターの方の認知症の理解促進
●GPSを持たせている家族『私も本人に見守られている
です。お互いさまです』と言える社会
●ヘルプカードを一緒に作ってくれる支援者・仲間
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ご本人・家族と一緒に作ってお渡ししています。

NHK厚生文化事業団

第5回
認知症とともに生きるまち大賞
特別賞受賞
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•未だ…
『認知症の本人を支援してあげる』
『見守ってあげる存在…』
と考えている専門職も多く、
「認知症のある方とともに」という考え
方が浸透していないのでは…

for→withへ に から と へ

ご清聴ありがとうございました。


